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書のよさや美しさを感受する

知
識
・
技
能

知
識

・作品について深く理解する
・生活や社会の中での文字や書の
働き、書の伝統と文化について
理解する

・用具・用材の特徴を理解する
・書の伝統に基づいた効果的な表現
の技能を身に付ける

書に対する感性

臨
書
活
動
・
創
作
活
動

創
作
活
動

書を構成する要素を関連させな
がら、自らの構想に基づき、表
現を工夫する

書に対する見方や考え方を
広げる

書表現を創造的に味わう
作品の価値について考える
文字や芸術としての書の伝統と
文化について幅広く理解する

【言語活動】
・作品のよさや美しさを考えたり
説明し合ったりする
・根拠をもって批評し合う

自らの思いや意図に基づいて、
表現を構想する

【言語活動】
・書こうとする言葉を選んだり、
生み出したりする
・表現の意図を言葉で表す

豊かな情操、生活や社会における文字や書に豊かに関わる資質・能力の育成

比較する

選択する

判断する

関連
付ける

書表現との出会い

書を構成する要素とその表現効
果の視点からの理解

書を構成する要素とその関連か
ら生み出される働きを捉える


